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1 
播
種

【 

播
種
ま
で
の
準
備 

】
　

・ 

播
種
２
週
間
前
ま
で
に
基
肥
を
全
面
施
用

し
、
耕
起
、
畝
立
て
を
行
う
。

【 

播
種 

】

・ 

播
種
は
、
９
月
20

日
以
降
に
行
い
、
10

月
20

日
頃
ま
で
に
終
了
さ
せ
る
。

・ 

播
種
機
を
使
い
、
株
間
５
～
６
㎝
、
条
間
10

～
12

㎝
の
５
条
植
え
と
す
る
。

（
播
種
機
が
な
い
場
合
は
筋
蒔
き
と
す
る
）

・ 

覆
土
の
厚
さ
は
５
㎜
程
度
と
す
る
。

・ 

４
～
６
日
で
発
芽
す
る
。

ポイント

●基肥はあまり施用せず、

追肥で管理しましょう。

基肥を効かせると、短期

間で成長しますが、ゆっ

くりと成長させた方が辛

味が増します。

●播種は９月20日以降に行

いましょう。

 播種時期が早いと辛味が

少なくなります。

 二塚からしなは寒さにあ

たることで、辛味が増し

ます。

播種５日後 播種機による播種

畝立て

【 畝作り (例 ) 】

【 施肥設計(例) 】

肥料名 基肥 追肥 成分量

苦土石灰 100
Ｎ13.2

Ｐ12.0

Ｋ12.8

粒状固形30号 100

燐硝安加里Ｓ604号 20

９月 １０月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

●
1回目

●
2回目

●
3回目

【 播種計画(例) 】

（単位：㎏/10a）
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2 
間
引
き

4 

管
理

3 

追
肥

・ 

本
葉
３
～
４
枚
頃
ま
で
に
間
引
き
す
る
。

・ 

株
間
は
10

～
15

㎝
位
を
目
安
に
す
る
。

・ 

生
育
不
良
株
が
あ
れ
ば
、
除
去
す
る
。

【 

灌
水 

】

・ 

基
本
的
に
灌
水
は
行
わ
な
い
。

・ 

葉
が
萎
れ
る
ほ
ど
乾
燥
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
午
前
中
に
行
う
。

【 

防
霜
対
策 

】

・ 

低
温
に
は
強
い
が
、
霜
が
降
り
る
と
葉
が
変
色
し
傷
ん
で
し
ま
う
た
め
、
11

月

上
旬
に
寒
冷
紗
で
被
覆
す
る
。

・ 

株
間
に
追
肥
を
行
う
。

・ 

本
葉
５
～
６
枚
頃
を
目
安
と
す
る
。

間引き後 間引き前

ポイント
●間引く株の選び方

・虫食いや病気のあるもの

・徒長したもの

・他の株に比べて小さいもの

・他の株よりも極端に大きいもの

②寒冷紗で被覆する ①約１ｍ間隔で支柱を立てる

ポイント
●追肥を効かせすぎると「苦味」がでます。

●雪が降ると、葉と葉の間に雪が入り出荷調整に手間

 がかかります。防霜対策と兼ねて寒冷紗で被覆し

 ましょう。

●辛味の見極め方

・葉が縮れている

・葉にとげがある

辛味なし 辛味あり
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